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卒業研究題目
携帯電話向け Javaアプリケーションの
プロファイル間移植支援

携帯電話端末は日々高機能化しており、アプリケーションを実行する環境は多くの端末
に標準で搭載されている。携帯電話向けに様々なアプリケーションの開発が行われている
が、開発環境は同一ではなくキャリア毎に異なる。複数のキャリアに対応したアプリケー
ション開発を行う場合、各キャリアに対応した開発を別々に行う必要がある。
開発にかかるコストを削減するために、開発を部分的に共通化する手法がある。この手

法を用いると共通化可能な箇所の開発は一回で行うことができるため、開発工程を減らす
ことができる。しかし共通化できるAPIは限られており、共通化できない箇所に関しては
別々に開発を行う必要がある。
複数のキャリアに対応したアプリケーションを開発するために、通常は移植を行う。本

研究ではアプリケーションの効率的な移植を支援する手法を提案する。携帯電話向けアプ
リケーションの多くは Java言語で記述されているため、Javaアプリケーションを研究対
象とする。携帯電話向け Javaアプリケーションは Javaのモバイル環境 Java MEで開発さ
れる。Java MEのAPIはコンフィギュレーションとプロファイルで定義される。各キャリ
アでは共通のコンフィギュレーションであるCLDCを用いているが、プロファイルはキャ
リア毎に異なる。そのため Javaアプリケーションの移植は使用するプロファイルの変更
を意味する。
アプリケーションのプロファイル間移植を効率よく行うために、プロファイル間の自動

移植を行うツールを作成した。日本において携帯電話向け Javaアプリケーションで主に
使用されているプロファイルはMIDPとDoJaの 2つであるため、この 2つのプロファイ
ルを対象とした。ツールはMIDPを用いたアプリケーションのソースコードを読み込み、
DoJaを用いたアプリケーションのソースコードを出力する。解析ツールSapidによりソー
スコードはJX-modelと呼ばれるXML文書に変換される。JX-modelを変換後、再びSapid
によりソースコードへ変換を行う。
使用するプロファイルを変更するには、ソースコードの変換を行わなければならない。

移植ツールを作成するためにはこの変換規則を定める必要がある。プロファイルを抽象化
して差異を吸収した仮想プロファイルを設計し、変換規則はこの仮想プロファイルを用い
て作成した。
手法の有用性を確認するため、実装した移植ツールの評価実験を行った。MIDPを用い

て作成されたアプリケーションをツールにより移植し、DoJaを用いたアプリケーション
に変更した。その結果、特定の機能を使用したアプリケーションを除いてツールによる自
動移植に成功した。自動移植ができないアプリケーションに関しても、簡単な修正を行う
ことで移植をすることが可能であった。

図: ツールの実装


